
2024 年 9 月 15 日（37 週目）主日礼拝            「生死禍福を治める主」(Ⅱ列王 20:1-7) 
城壁が建てられてこそ、町が守られるようになる。私達の信仰生活は城壁を作ることが必要である。 

1.城壁と神殿 2.生死禍福の主 3.恵みの献身と使命 

▲信仰生活において城壁が先に作られること

が重要である。 

1)52 日間―ネヘミヤ 6:15（城壁は五十二日

かかって、エルルの月の二十五日に完成し

た。） 

・神殿を建てたが城壁が崩れており神殿

で礼拝をする事が出来なかった。 

・城壁を先に作ってこそ礼拝が成り立つ。 

・ネヘミヤが 52日間で城壁を完成した。 

・私達は神の神殿だがサタンが攻撃する 

・城壁が強固でなくサタンが攻撃をする 

から信仰生活が難しい。 

2)武具―エペソ 6:11（悪魔の策略に対して

立ち向かうことができるために、神のすべ

ての武具を身に着けなさい。） 

・サタンの攻撃の為に武具が必要である。 

3)創 3:15（わたしは、おまえと女との間

に、また、おまえの子孫と女の子孫との間

に、敵意を置く。彼は、おまえの頭を踏み

砕き、おまえは彼のかかとにかみつく。） 

・キリストがサタンを滅ぼした事を信じる 

・信じれる程、強固な城壁が築かれる。 

・悪魔に勝利したキリストが共にいる。 

・キリストの名前で悪霊を追い出す。 

4)7,7,7祈り 

・777の祈りをすることが出来るように。 

・悪魔を砕いたキリストが共におられる。 

5)軍隊―3 つの今日(今日の御言葉/祈り/伝道)

―主日メッセージを掴んで祈る。 

・3つの今日をすることが出来るように。 

・主日メッセージで一つとなり強い軍隊。 

・教会のライングループ３つ以上に入る。 

・城壁がある信仰生活を築くように。 

▲主イエス・キリスト以外に神はいない(イザヤ 45:5-7)。癒しの中の癒しは、生

死禍福の主権者である主を信じることである。 

〇ヒゼキヤ王は、ダビデの次に優れた王である。 

1)Ⅱ列 18:5-7(彼はイスラエルの神、主に信頼していた。彼のあとにも彼の先に

も、ユダの王たちの中で、彼ほどの者はだれもいなかった。彼は主に堅くすが

って離れることなく、主がモーセに命じられた命令を守った。主は彼とともに

おられた。彼はどこへ出陣しても勝利を収めた。彼はアッシリヤの王に反逆

し、彼に仕えなかった。)  

 ・ヒゼキヤ王はユダヤ王の中でも空前絶後の王―偶像を壊し福音を回復した。 

2)Ⅱ列王 19:14-15 (ヒゼキヤは、使者の手からその手紙を受け取り、それを読

み、主の宮に上って行って、それを主の前に広げた。ヒゼキヤは主の前で祈っ

て言った。「ケルビムの上に座しておられるイスラエルの神、主よ。ただ、あ

なただけが、地のすべての王国の神です。あなたが天と地を造られました。） 

 ・ヒゼキヤ王のように信仰が素晴らしくなる時にこそサタンの邪魔も入る。 

 ・ヒゼキヤ王の時代にアッシリヤの軍隊が攻めてくるようになった。 

 ・ヒゼキヤ王は人本主義を使って問題を解決しようとしたが解決できなかった 

  ―人本主義を捨てて、神の前に祈るようになった。 

2)Ⅱ列王 19:35（その夜、主の使いが出て行って、アッシリヤの陣営で、十八万

五千人を打ち殺した。人々が翌朝早く起きて見ると、なんと、彼らはみな、死

体となっていた。） 

・ヒゼキヤ王が祈る時に天使が動員され 18万 5000 人の軍隊が一瞬で亡くなる 

・神様は、生死禍福を治める神様である。神様は人本主義を嫌う。 

3)Ⅱ列王 20:1(ヒゼキヤは病気になって死にかかっていた。そこへ、アモツの子、

預言者イザヤが来て、彼に言った。「主はこう仰せられます。「あなたの家を整

理せよ。あなたは死ぬ。直らない。」」) 

 ・ヒゼキヤ王が病気になった。 

 ・イザヤ預言者を通して、死ぬことを宣告されて遺言を残すように言われた。 

〇15 年―Ⅱ列王 20:6-7（わたしは、あなたの寿命にもう十五年を加えよう。／ 

イザヤが、「干しいちじくをひとかたまり、持って来なさい」と命じたので、

人々はそれを持って来て、腫物に当てた。すると、彼は直った。） 

 ・ヒゼキヤ王が神様に向けて祈りをした。 

 ・15年の寿命を延ばし長く生きるようになった。 

 ・長く生きる事の証拠として日時計を 10度戻される奇跡を起こす(Ⅱ列 20:11) 

・日本と世界の災いを止めることが出来るのは神様である。 

・病気になった時→①医者のいう事を聞く、②食事管理、③運動の実践、 

④呼吸の実践、⑤祈りをするように。 

〇ヒゼキヤ王が癒された時に高慢になり他国の人に財物を見せた(Ⅱ列王 20:17) 

▲ヒゼキヤの病気が癒された時に、恵みにつ

いての献身をしなかった。 

1)Ⅱ歴代 32:24-25（ヒゼキヤは病気になって

死にかかったが、彼が主に祈ったとき、主

は彼に答え、しるしを与えられた。ところ

が、ヒゼキヤは、自分に与えられた恵みに

したがって報いようとせず、かえってその

心を高ぶらせた。そこで、彼の上に,また、

ユダとエルサレムの上に御怒りが下った。） 

 〇ヒゼキヤが、答えを受けたのに献身を 

することが無いことが問題。 

 ・この問題でユダヤ人たちが、バビロンに

捕囚として捕えられるようになった。 

2)Ⅰ歴代 29:11-14（主よ。偉大さと力と栄え

と栄光と尊厳とはあなたのものです。天に

あるもの地にあるものはみなそうです。主

よ。王国もあなたのものです。あなたはす

べてのものの上に、かしらとしてあがむべ

き方です。富と誉れは御前から出ます。あ

なたはすべてのものの支配者であられ、御

手には勢いと力があり、あなたの御手によ

って、すべてが偉大にされ、力づけられる

のです。） 

 ・ダビデは信仰の人であった。 

 ・王になって神殿建築をすぐにするべきで

あったのに人口調査をした。 

 ・疫病により、7 万人が亡くなる。 

 

▲結論 

 ・私達は楠 RUTCの為にオールインする。 

 ・南海トラフ巨大地震を止めるキャンプ 



現場地教会（2024 年 9月 15 日～2024年 9月 21日） 
 

【賛美】 「イエスわが王よ」 

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ  

私は神のもの ゆえに神にささげん  御心のままにおさめよ 主イエスよ 

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ 

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ 

 

【使徒信条】 

 我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン 

   

【メッセージ】        「生死禍福を治める主」(Ⅱ列王 20:1-7) 

   

【讃美】                493 主イエスわれに命たまい 

                      

【祈り】  

①教会の祈りの課題 

※御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。 

②現場地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。 

③現場地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。 

 

【フォーラム・祈り】 

 

【主の祈り】 

 天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄 

えとは限りなくなんじのものなればなり。 アーメン 

７
７
７
の
祈
り 

       

７
７
７
の
祈
り 

【７つのやぐらの祈り】：三位一体の神のちからが私の内を満たし,私の考えと思い,たま

しいのすべてを治められますように。御座の祝福である 3 つの超越(御座のちから、時空

の超越、237 光)、3 つのいのち(神のかたち、神の息、エデンの祝福)、3 つの空前絶後

(私、教会、現場)が私の内に臨みますように。神さまが私の過去、現在、未来にちからで

働いてください。今この時間、私に 5 つのちから(霊力、知力、体力、経済力、人力)を与

えてください。空中の権威を持つ者に打ち勝つ宇宙のちからが私の内に臨みますように。

神さまが下さった私の一生の裏面契約をつかんで、あらかじめ見る契約の旅程(CVDIP)を

歩むことが出来ますように。神さまが最も願われる 3 つの庭(237、いやし、サミット)の

ある絶対やぐらの教会を建てられるように 

【7 つの旅程の祈り】：三位一体の神さまが私の内に臨み、神さまが願われる道を歩むこ

とが出来ますように。どんな場合にも絶対に滅びない 10 の奥義(霊的独立、霊的事実、逆

発想、シナジー、危機と機会、無競争、再創造、サミット、荒野、絶対計画)をもって挑

戦できますように。絶対に揺れない 10 の土台(絶対主権、イエス･キリスト、聖霊のちか

ら、神のみことば、神の神殿、神の計画、神の摂理、神の裁き)に堅く立つことができま

すように。神さまが約束された 5 つの確信(救い、祈りの答え、導き、罪の赦し、勝利)を

もって、伝道者の旅程を歩むことができますように。神さまの力によって 9 つの流れ(高

さ･深さ･広さ、上・下・横、過去・現在・未来)を味わうように。神さまがあらかじめ教

えてくださった一生味わう答えを見つけ出し、62 の伝道者の生活(21 の生活の本質、5 つ

の幸せな祈り、7 つのサミットの道、9 つの流れ、20 の聖書的伝道)を過ごせますよう

に。私の生活が教会と礼拝を通して、福音の光を伝える御座のキャンプとなりますよう

に。 

【7 つの道しるべの祈り】：カルバリの丘ですべて完了した十字架の血の力が臨みますよ

うに。オリーブ山で言われた神の国のことが成し遂げられますように。マルコの屋上の間

に臨んだ聖霊の満たしを私に与えてください。迫害と困難にあってもより大きい宣教の門

を見る挑戦の時刻表を私に与えてください。まず神さまがくださる確実な答えを受けてか

ら行動する聖霊の奥義を味わえますように。苦しみと困難があっても、祈りを通してより

大きい神さまの計画を答えとして見る人生のターニングポイントを探すことができますよ

うに。正確なみことばにあって、神様が私に下さったローマを見ることが出来るように 

(お知らせ)  
1、RUTC の購入の為に全聖徒が ONENESS の祈りをお願いします。 

 2、9 月 16 日～21 日 主任牧師カザフスタン・タイ宣教 

 3、9 月 23 日～26 日 南海トラフ巨大地震を止める伝道キャンプ 

 4、10 月 8 日～9 日 日本伝道集会 

 

福音宣教教会 

主管牧師：御国イザヤ 

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003 

主日(日曜)1部礼拝 7:00 ／ 2部礼拝 10:00 ／ 3部礼拝 12:00 
 


